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 研究概要 
 

グラスアイオノマーセメント（GIC）が歯質〔主成分：ハイドロキシアパタイト（HAp）〕 

と強固に接着し界面に堅固な層が生成されることに着想し、優れたフッ素イオン徐放機能と高強度

を併せ持つ新規歯冠色接着性歯科材料；アパタイトグラスアイオノマーセメント（AGIC）の開発に

成功した。その特性を生かして、う蝕治療を目的とした材料（充填用 AGIC）およびう蝕予防を目的

とした材料（シーラント用 AGIC）の 2種を創製した。 

 

研究内容、研究成果 
 

１．高機能・高強度な充填用 AGIC の創製 

本材は、曲げ強さの向上をめざして HAp 添加量を調整し開発を行った。HAp の効果により、強度は 1

日後には従来型に比して 56％向上し、1年以上上昇することが明らかとなった。同時に、フッ素イオン

徐放能も向上し、優れた抗菌性および歯質再石灰化能を有する高強度の新規充填用 AGIC の創製に成功

した。また、本材は生体親和性に優れているため骨セメントとしても応用可能である。 

 

２．高機能・高強度なシーラント用 AGIC の創製 

 本材は、フッ素イオン徐放量の向上を目指して HAp 添加量を調整し開発を行った。HAp の効果により、

材料中のフッ素含有量を 28％減らしてフッ素イオン徐放量は 140％増加させることに成功した。同時に

強度も向上し、優れた生体親和性、歯質再石灰化能および抗菌性を有する高強度の新規シーラント用

AGIC の創製に成功した。本材は、合着用セメントとしても応用可能である。 

 

今後の展開、将来の展望 
 

 以下の技術的課題を解決して事業化を進めていく。 

１．カプセル化等、生産技術の確立 

２．コストとメリットのバランス評価 

３．臨床試験評価 

４．AGIC を用いた新たな歯科医療システムの創造 

 

 

 

１． 研究体制 
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 研究期間 
 

平成２０年４月 ～ 平成２３年３月 
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図１ 水中浸漬３０日後の色調および表面性状の比較 

従来型GICの表面には亀裂がみられるが、新規AGICにはない 

従来型シーラント用GIC

図２ 従来型GICと新規AGICの構造の比較
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図３ 添加前HApおよびセメント内HApの内部構造の比較 

 セメントに添加されたHApは、内部の空隙にセメントマトリックスを吸着し、 

 吸着されたマトリックスはHAp結晶と接着一体化し空隙は全くみられない 

セメント硬化体中のHApの構造 
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図４ 従来型GICと新規充AGICの曲げ強さの比較 
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図５ 従来型GICと新規AGICのフッ素イオン徐放量の比較 

* p<0.05, ** p<0.01, *** p<0.001* p<0.05, ** p<0.01, *** p<0.001

図６ S. mutansに対する抗菌力の比較 
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